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Abstract
In a decade of 1990 we experienced the co■apse of domes ic economぅア  Especia■y in 1992
-1994 collapse of bubble economy caused the stagnation of equipment investment  And the
consumption of domestic or overseas supported relative stability of 1995-1996  But the inancial
deFlation destructed our econ01■■y in 1997- 998  These Ⅵrill s rve as a guide to my researching
of 1lachinohe local economy

























































































































































































































5。 ま と め
八戸地域の経済の推移は日本経済の変動と機
を―にすることから,以上の様な日本経済の変
化を青した要因の分析は地域経済を考察する際
にも有効な手立てとなるはずである。現在問題
となっている金融デフレの下方スパイラルを抜
け出すには,銀行の不良債権の処理と自己資本
の積み上げが急務である。しかし,経済復興は
金融機関単独に係る問題ではない。というのは,
1990年代前半の不況を特徴づけた設備投資の
不振が現在 もまだ回復していないからである。
そこでは,新たな投資先としての産業の育成が
求められている。日本経済の立ち直りを模索す
るに当たって,少しく米国経済の状況を見てみ
る。
1990年代の米国のコーポレイ ト・ガバナンス
のもとでは一度分離された所有 と経営を,株式
の個人所有の集合体 と呼ぶべき機関投資家が社
外重役を送り込むことで,再度接近してきてい
る。そのような米国のコーポレイ ト・ガバナン
スの変容がダウンサイジングや賃金抑制を通し
て,自然失業率の低下や利潤の持続的拡大,従っ
て,マクロ経済の好成績を作 り出している。
これまでのテクノロジー・パラダイムのもと
では日本のコーポレイ ト・ガバナンスの最大の
特徴である強い従業員志向性が,合理的な経済
機能 (多能な知的熟練を備えた従業員養成)を
発揮してきた。だが,90年代の新しい情報技術
パラダイムのもとでは,このパラダイムが要請
する,より高い専門性とそれ故,高い創造性を
もった従業員の登用が重要になる。金融も不確
実性の高いベンチャー・ ビジネスに対しては高
い専門性と深い経験をもったベンチャー・キャ
ピタルがコーポレイ ト・コントロールを行う,そ
ういう経済機能を備える必要がある。
こうした点において日本は米国に著しい遅れ
をとっている。勿論,八戸地域経済もこうした
遅れに遭遇しているわけである。地域経済を考
える上でも,企業経営のあり方,新しい情報技
術パラダイムにあった技術者の育成やそうした
技術者を活用する産業の振興などが問われてい
る。また,八戸港の国際貿易港 としての役割か
ら,経済活動の拡大を構築するために,東南ア
ジアとの繋がりが強く求められているのも事実
である。前述したような脆弱な経済基盤をもつ
東南アジアであっても,2000年に入って経済は
持ち直し,実際,日本の鉄鋼輸出の受け皿 となっ
ているし,また,八戸から当地への船舶輸出の
実績もある。
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